









BCS理 論によ って超伝導の研究は終 った と思われたがその後第二種超伝導、SQUID、 そ して最近 で
は磁性超伝導、 シ ェブ レル、A-15な ど変化に富んだ超伝導の世界が開けて いる。高エネルギー物理
もまた然 りである。サイクロ トロンに始ま った加速器も新 しい粒 子がみつか る度に高エネルギー高 エネ
ルギーへ ととどまるところを知 らず、今だに国家の威信をか けて大加速器が建設されつつある。
50年先の低温物理を予想す ることは困難である。予想がはずれた時のそ しりをおそれ てっいペ スミス
テ ィックになる。しか し低温 物理の終末を予言 して も面 白くない。オプテ ィミステ ィックに考えるな ら
ば歴史は くりかえすと思えばよい。上に述べたように50年た って も物理 の世界は基本的にはあまり変 ら
ないだろう。 そして一方低温物理研究者 にとっても日々飯の種 には困ることはないだろ うと思 う。核冷
凍の技術が発達 し3Heの問題が終わ ったとしても、もう既になされ始め られて いるように人工的希釈ボ
ーズ気体をつ くったり、そ した ら又低次元や ランダム系の問題 もでてくるだろ うし、いま我 々が可能な
温度範囲で行 っているようなことがそのままできるのではないだろ うか。熱力学第三法 則の証 明に対 し
あくなき努力をささげつづ けられ るであろ うし、そ して絶対零度に対するあこがれ もまたいまと変 りが
ないだろう。 ミリKが あた りまえにな って、いまでこそあ まり実用化が考え られていないような重 フ ニ
ル ミオ ン超伝導体や これか らみつか るか もしれな い新しい材料をつか った:デバイ スなどが、 ジャ ンジャ
ン使われ るのではなかろうか。 ノイズのない通信 も可能になるか もしれない。重力の碩究はどうだろう。
質量に共役な物理量は何であるか。小さな力は死の静寂の世界に於 いて もっと面 白い様 相をあ らわすか
もしれ ない。地球の重力が なんだ。 フニル ミ面上の電子のほんの小さな うごきだ って調べ られてい るで
はないか。重力波に対する粒子が ボソンなら新 しい タイプの コンデ ンセィシ ョンもあるだろう。 もしも
静止 した中性子を閉 じ込 ることのできる容器がで きたとした ら低温でペアーをつ くって別の凝縮 も期待
され よう。
しか しお金 もかか るだろ う。・Heも なくなるであろう。金の きれ 目が縁の きれ 目、 し ょせん我 々は
300Kの世界に住む者である。我 々の世界を もっと大事にしな ければなるまい。残念なのか 幸いなのか
50年先に私は もうこの世にいな いだう ろ。 こんな ことをい って も責任を とらな くてもすむわけである。
「低 温 工 学 」 の 確 立 へ 向 って













れたため精密科学 としての性格を持つに至 った。眼を宇宙に向けてみよう。赤外線天文学 という分野が



























て独立性保持をしている現状を見れば、 「低温工学」という分野の確立と 「低温工学科」を巣立 った学
生が、社会の各方面でKeyEngineerとして活躍している時代の到来を強く願うのが順当であろう。
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